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令和８年８月 24 日 

 
      令和 8 年度水質検査計画のお知らせ 

 “安心して水道水のご利用を” 
 

水質検査計画は、水源からご家庭の給水栓に至るまでの水質管理を行うために、水質検査

項目や検査回数を定めたものです。鬼北町では、国の定めている基準に基づき､水源の状況や

過去の水質検査結果に応じて､令和８年度水質検査計画を下の表のとおり策定いたしました。 

鬼北町では、安全でおいしい水を町民の皆様へ提供するため、毎事業年度の開始前に水質

検査計画を策定し、定期的に水質検査を行っています。 

なお、水質検査計画および水質検査結果の詳細については、鬼北町ホームページに掲載し

ていますのでご覧下さい。 
  

水質検査計画                      

番号 水 質 基 準 項 目 
検査実施 
頻   度 

給水栓の水質検査（月） 原水 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 10 

01 一般細菌 1 回／月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

02 大腸菌 1 回／月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

03 カドミウム及びその化合物 1 回／3 年 ○            ○ 

04 水銀及びその化合物 1 回／3 年 ○            ○ 

05 セレン及びその化合物 1 回／3 年 ○            ○ 

                

48 ｐＨ値 1 回／月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

49 味 1 回／月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

50 臭気 1 回／月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

51 色度 1 回／月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

52 濁度 1 回／月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※ 検査実施頻度は水道法施行規則で定められており、省略可能な項目については、水源 

の状況や過去の水質検査結果によって、最大限３年に１回まで回数を減らすことができ 

ます。 

※ 水質検査は配水区域ごとに実施します。 

★上水道事業 ： 成川、近永、広見、奈良、大宿、生田、清水、西野々、下大野、葛川及び面
谷の各配水区域 

※ 色、濁り及び残留塩素（０．１ｍｇ/ｌ以上）については、水道法に基づき検査を行います。 

※ 上記 52 項目（有機フッ素化合物の検査項目１項目が追加されました）の水質検査を実施 

します。 
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 令和８年度水道事業予算のあらまし 
 
令和８年度鬼北町水道事業予算は、令和８年３月１９日に開かれた令和８年第１回鬼北町議

会定例会で議決されました。予算の概要は次のとおりです。 

 

 

 

この予算は、水道事業を経営する上で発生する水道料金等の収入と、それに対応する必要

な費用を見積もったものです。 

令和８年度は、収入予算額を前年度比１，４２５万７千円（３．６％）増の４億１，５４３万７千

円、支出予算額を前年度比５６１万２千円（１．５％）増の３億８，２９１万９千円計上しました。 

●収 入 

給水収益（水道料金）は、前年度比４，２０９万１千円（１６．１％）減の２億１，９４２万２千円の

収入を見込みました。また、一般会計補助金は、前年度比３，５１１万７千円（３６９．７％）増の

４，４６１万７千円を計上しました。（物価高騰対策での基本料金４ヶ月分の給水収益の減少と、

物価高騰対策減収分を一般会計からの補助金収入として見込んでおります） 

 

●支 出 

営業費用（水道施設の管理、水道料金の徴収、固定資産の減価償却などに要する費用）に

ついては、前年度比４５２万９千円（１．４％）増の３億３，４２４万円を計上しました。    

また、営業外費用（企業債支払利息、消費税の支払いなどに要する費用）には、消費税の増

などにより、前年度比１０８万３千円（２．３％）増の４，７４７万９千円を計上しました。 
              

 

 

 この予算は、企業債償還金、施設整備に要する経費（工事費等）の収支について見積もった

ものです。 

今年度は、生田地区、日吉地区、奈良地区の配水管の布設替工事（耐震化）を実施する予

定です。 

収入については前年度比７，５８９万５千円（３２．４％）減の 1 億５，８０５万５千円、支出につ

いては前年度比１億６８５万８千円（２６．４％）減の２億９，７６７万円をそれぞれ計上しました。  

  

●収 入 

 企業債の元金償還等に対する一般会計負担金は、前年度比９７万７千円（１．０％）減の９，７

０２万３千円を計上し、水道施設加入に係る施設負担金については、前年度と同額の１０１万２

千円を計上しました。また、新規事業に伴う財源として、企業債６，０００万円（前年度比５，７８

０万円（４９．０％）減）を計上しました。 

 

●支 出 

建設改良費（配水管の布設替等施設更新に要する費用）については、前年度比９，５６２万３

千円（５０．９％）減の９，２２９万３千円となっています。企業債償還金は前年度比１，２２３万５

千円（５．６％）減の２億４３７万７千円を計上しました。 

 

 

 

収益的収入及び支出 

資本的収入及び支出 



水道料金の基本料金減額の終了について 
 

 

 

お願い 

 

渇水対策について 
 

 



 
2025 年 2 月の日吉地区の積雪 

（2026 年は積雪がほとんどなく

渇水状態でした。昔は毎年数回

積雪があったという話を聞きま

す。） 

 
漏水調査を実施している水道課

職員 

（1 歩 1 歩進みながら地中の漏水

の音を聴き分けます。） 

 


